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■
鯉
4
匿
メ
デ
ィ
キ
ツ
喉

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヨ

．
暑
．
畠
に
一
刀
誘
致
企
業
＝
社
の
工
場
完
成

会式株卜メディキッ

地
元
雇
用
は
1
9
5
人

「
華
熱
］

　
メ
デ
ィ
キ
ッ
ト
株
式
会
社

日
向
工
場
で
は
、
心
臓
・
脳
・

腹
部
な
ど
の
血
管
造
影
用
カ

テ
ー
テ
ル
を
製
造
し
、
一
一
期

工
事
完
成
後
は
、
従
業
員
百

五
十
人
、
出
荷
額
十
五
億
円

を
見
込
み
、
大
阪
技
研
株
式

会
社
日
向
支
店
で
は
、
車
道

と
歩
道
の
間
に
設
置
す
る
P

種
防
護
柵
な
ど
を
製
造
し
、

二
期
工
事
完
成
後
は
、
従
業

員
四
十
五
人
、
年
商
四
億
円

を
め
ざ
し
ま
す
。

翫

」
許

r

細
島
四
区
に
進
出
が
決
ま
ー
ー
、
昨

午
卜
．
月
、
隔
地
の
調
印
を
行
っ
た

医
療
機
器
メ
ー
カ
ー
の
「
メ
デ
で
キ
ッ

ト
株
式
会
社
一
レ
一
．
日
知
屋
・
塩
田

に
進
出
が
決
ま
り
、
争
年
．
月
、
工

場
立
地
協
門
叱
の
調
印
キ
戸
仔
つ
た
防
…
護
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暴ミこ
■

柵
…
メ
ー
カ
ー
の
「
大
阪
技
研
殊
式
会

社
」
両
社
の
工
場
↓
が
｛
疋
成
し
．
大
阪

技
研
株
式
会
社
H
向
支
店
竣
r
落
成

式
が
ト
一
．
月
．
．
日
、
　
メ
デ
ィ
キ
ソ
ト

株
式
ム
ム
祉
日
向
r
場
落
成
式
が
ト
．
．

月
　
日
に
あ
い
つ
い
鵡
∴
仔
わ
れ
ま
ー
レ

大
阪
技
研
株
式
会
社
日
向
支
店

置ゑ
↓

ρ

た　
メ
デ
f
キ
ソ
ト
株
式
会
社
は
、
東

京
都
r
代
田
区
に
本
祉
を
お
き
、
資

太
－
金
は
四
千
κ
百
万
円

　
日
向
工
場
は
、
東
郷
町
・
南
郷
村

に
次
ぐ
も
の
で
．
今
年
は
第
．
期
し

製
と
し
て
．
．
．
万
．
．
　
f
平
与
メ
ー
ト
ル

の
敷
地
に
、
托
億
円
を
投
じ
濯
、
、
鉄

骨
造
り
弔
屋
建
〔
．
部
．
．
階
讐
、

延
床
面
積
．
．
．
r
四
ド
リ
へ
ト
．
．
弔
方
メ

ー
ト
ル
の
建
物
と
．
厚
生
施
設
と
し

て
、
野
球
場
と
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
を
そ

れ
ぞ
れ
．
生
ず
つ
整
備
し
圭
し
た

　
第
　
期
に
し
ト
尺
の
従
業
員
を
採

用
し
、
心
臓
・
脳
・
腹
部
の
血
管
造

影
用
と
人
工
腎
臓
用
の
カ
テ
ー
テ
ル

〔
留
置
針
へ
を
製
造
し
．
出
荷
額
は
、

六
億
円
を
見
込
ん
で
い
表
す

　
第
．
．
期
は
四
億
円
を
投
資
し
て
．

鉄
骨
造
り
平
屋
建
一
．
壬
平
方
メ
ー
ト

ル
の
工
場
を
建
設
し
ま
す
　
採
用
す

る
従
業
員
は
八
怪
人
．
．
．
期
と
合
わ

せ
イ
、
百
五
レ
人
の
雇
用
に
な
り
ま
す

．
．
期
r
事
完
成
後
の
出
荷
額
は
．
卜

五
億
円
を
見
込
ん
で
い
ま
す
、

　
ま
た
、
大
阪
技
研
株
式
会
社
は
、

大
阪
市
西
成
区
に
本
社
を
お
く
交
通

安
全
施
設
〔
防
護
棚
）
メ
ー
カ
ー
で
、

資
本
金
は
・
へ
百
万
円
、
年
商
は
四
億

　
日
向
支
店
は
、
．
　
f
r
五
百
六
－
「
し

平
方
メ
ー
ト
ル
の
敷
地
に
、
　
．
億
五

r
万
円
を
投
資
し
て
、
鉄
骨
造
り
平

屋
建
六
百
レ
四
平
方
メ
ー
ト
ル
の
建

物
を
建
設
　
へ
－
年
、
地
．
兀
か
ら
レ
κ

人
を
採
用
し
、
す
で
に
操
業
を
開
始

し
て
い
ま
す
　
日
向
支
店
で
製
造
し

て
い
る
の
は
、
王
道
と
歩
道
の
問
に

設
置
す
る
「
P
種
防
護
柵
」
な
ビ
で
す

初
年
度
の
出
荷
額
は
、
．
億
圧
f

万
円
を
f
定
　
平
成
．
、
．
年
に
は
新
た

に
、
∴
卜
尺
を
．
果
”
し
．
年
萄
周
市
u
い
り

を
め
M
、
、
し
ま
す

　
日
何
」
巾
に
企
業
が
佳
「
唱
し
た
の
は
、

四
区
に
株
式
会
社
ジ
ャ
ス
ト
フ
『
、
，

シ
ョ
ン
と
岸
」
冷
蔵
株
式
会
社
が
進

出
し
た
昭
和
六
扇
．
．
年
以
来
の
こ
と

で
、
市
で
は
こ
れ
を
弾
み
に
、
評
、
・
ら

に
積
極
的
な
企
業
誘
致
を
進
め
る
ニ

レ
　
に
し
て
い
ま
す
．

」
｝

藩
・養誉雛

3
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　■保育園（所）と募集定員

◇」・町1罧f所〔轄1：上易／君52－2903）

◇紐l　J；、㌧　1呆　ず至　戸斤　〔ノ曳　　土反．／2152－4073）

◇日　．知屋イ呆育声斤　〔孟L⊥誕圧「L／容52－2703｝

◇岩脇保育園〔本　宮／雪57－1953）

60ノ＼　…　◇中原乳児保育園〔中　原／倉53－002P．

90ノ、　．，〉艮1保育園〔1く1／盈54－96〔10）

9　0ノ＼　　．　　◇ノ（　E～さf呆fJ【］　〔大．E～｝／費52－1815｝

50人　　　◇伊勢ケ｝｛、保育園〔中堀田1「／君53－4436）

◇貝オ　ソ亡　幸f呆でf［剣　　〔り」’清2／／倉54－2231）

◇高松保育園1「。i

◇jE念寺保育園〔中

十公／〆倉58一〔〕200）

田r／含52－3415）

◇美々津保育［1〔莚　縫／倉58－0123）

◇土1孟　見　 ↑呆　育　 ［司　 〔「＃　　事↓／含52－4326）

◇｛♪　よ　 こ　侍とず｝［司　 1しこ　　［泉／／奮54－5508）

◇｝；｛　1笥　f塞　ff　陰1　［：西月1「勾／容52一一8573〕

◇日　r「：］でr↑呆ff【章1　〔日1「：lff／／冒52一一8574｝

6（〕ノ＼

45ノ＼

60人

45人…
　　．．．．1

6・ノ＼…．

　　一　L

60ノ＼　II

　　－」
60ノ＼…

　　　i
60人

◇d／　i蓑　∫呆　でf　陰】　〔｝．｛…　」量／．／倉54－0338）

◇上ヒ　ェ；乏　∫呆　でf　［嚢1　〔王ヒ　　r乏／／54一．0322）

◇Hlr11f呆でfl嚢1．亀山奇停∫／．君53一．5551｝　　60／k

　　なお、財光寺保育園、中原乳児保育園、往還保

　育園、比良保育園、日向保育園は、3か月以上の

　乳児も受け付けます。申請用紙の配布は1月7日

　からです。

　　くわしくは市福祉事務所（雪内線2164）へ。

・50人

60尺

60尺

6〔｝人

60ノ＼

60ノ＼

　　　　お正月はバンドでどうだ

日　時■1月3日　13＝30～　　雨天中止

場　所■B向岬グリーンパーク音楽堂。入場無料。出演バ
ンド（社会人）募集中。連絡先は、宮本（君52－2020）まで。

　　　巡回交通事故相談

と　き■1月31日休）10：30～14＝30

ところ■市中央公民館

相談に応じるかた■宮崎県総合交通課職員
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7
劉
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強
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7

，．福

．
ら
一
r
血
7

■

図
書
館
で
行
わ
れ
た
表
彰
式

1

グ

小柏落．……河本米垂佳山‘月越銅

匙灘鰍・賦・
美保里絵f仁・・穂r　恵治r

財大大財同大財’富．大　　財大大
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」
●

・」1

平
成
三
年
度

’

保
育
園
児
募
集
！

市
は
、
衆
年
四
目
、
ら
・
へ
園
す
る

保
育
園
児
の
・
へ
園
申
帽
を
、
つ
き
の

レ
ー
お
り
受
け
付
げ
ま
す

入
園
を
希
望
さ
れ
る
か
た
は
、
申

川
媛
目
を
市
福
二
肱
底
r
務
　
所
か
”
辱
突
叫
り
の

保
育
園
4
、
受
け
取
り
、
　
．
月
．
．
　
卜
．

　
　
　
　
　
　
　
」

日
圭
4
、
に
市
福
祉
事
務
所
へ
提
出
L

’
㌔
／
＼
だ
ざ
㌔
い
．
．

■
入
園
で
き
る
基
準

保
護
者
の
す
べ
一
力
、
つ
ぎ
の
い

ず
れ
か
に
畝
塾
す
る
場
合
で
す
．
た

だ
し
、
児
肖
生
の
保
云
月
が
で
き
る
場
合

ラ所育保町仕山ツゴり祭噛たれわなこおに月9

ま
弘
し
き
ま
」
9

一
．
陰
　
　
　
　
「

．
ユ
昼
間
、
旧
宅
外
で
仕
事
を
す
る

　
こ
と
が
並
目
通
な
の
で
、
児
、
睦
の
保

　
ム
目
か
で
篭
・
な
い

2
弔
問
、
家
庭
で
児
聖
と
離
れ
て

　
日
常
の
家
賢
以
外
の
仕
藍
を
す
る

　
一
「
レ
一
へ
”
並
日
犠
翅
た
ふ
の
　
鴫
・
、
　
旧
也
血
甲
の
川
咋

　
ム
目
か
で
キ
、
な
憺
い

窪
　
出
離
削
後
で
あ
る
　
出
匡
前
．
．

　
か
月
、
産
後
．
、
．
か
月
が
目
安
　

．
1
　
二
八
に
か
か
っ
た
り
、
〃
貝
傷
…
」

　
た
り
．
圭
た
は
心
身
り
に
障
宇
－
か
ち
．

　
て
児
ら
の
保
（
1
1
が
で
き
な
い

．
　
家
門
庭
内
に
、
長
期
に
わ
た
る
病

　
尺
や
、
心
身
1
1
卜
臥
舌
の
あ
る
人
力

　
い
て
、
い
つ
～
」
・
て
の
介
護
に
↓
め
た
、

　
’
、
い
る
た
め
児
竜
の
保
育
∂
で
き

　
な
い

一
り
地
震
や
風
水
害
、
火
災
声
・
ゐ

鋸
穴
ヒ
ロ
御
｛
旧
に
＋
め
（
」
’
て
い
て
、
児

　
一
力
保
ム
目
が
嶋
・
㌔
・
ム
李
い

骨
え
　
・
て
の
は
か
、
卜
巾
k
が
」
脚
め
る
．
日
…

　
圭
・
に
類
す
る
状
先
レ
に
あ
一
・
、
て
、

児
血
里
の
保
ム
目
か
で
詮
乳
急
い

■
受
付
期
間

日
成
．
．
．
手
．
月
L
目
か
ら
　
ト
．

i
↓
工
　
、

一
」二＝

．
二二二一」一

一二 ，

入
賞
者
決
ま
る

　
　
〈
読
書
感
想
文
コ
む
ウ
ー
ル
〉

許
力
￥
て
え
み

縞
森
有
希

h
ム
軟
q
香

川
越
和
香
ヂ

霊
・
占
「
－
．
八
r

」
1
　
乱
1
　
㌧
～

西
村
升
宏

銀
賞

コ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ラ

ベ
ま
さ
き
L
ク

引
　
』
、
　
　
　
、
　
．
ノ

拝
イ
レ
一
し
カ
’

屈
　
月
　
“
、
F
・
r

｝
．
　
　
一
　
　
拝

べ
ほ
　
一
　
．
μ
庭

r
　
　
　
一
　
　
　
丁

．
崩
　
り
巳
　
L
隠
び

1
　
奏
也
、
・
r

銅
賞

は
さ
き
・
几
り
．
r

山
村
　
　
迄

明
神
箕
邸
f

安
曝
あ
や

牽
巾
教
ム
目
飛
女
口
貝
ム
皿
が
募
集
一
ぽ
ゲ
、
い
た

亀
眺
R
威
か
相
心
文
コ
ン
ク
ー
ル
の
入
営
賦
者

が
決
ま
り
．
卜
．
一
月
卜
六
目
、
図
藪
目

蒲
・
表
彰
臨
八
が
行
わ
れ
ま
し
た
．

応
募
は
、
小
学
校
．
．
∵
臼
　
一
八
点
、

中
学
校
百
五
十
し
点
の
詮
川
四
百
瓦
上
i

配
点
あ
り
直
し
た
．
．
た
く
さ
ん
の
ご

応
募
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

　
入
賞
折
は
つ
ぎ
の
と
お
り
で
す

　
　
　
　
　
　
　
〔
敬
称
略
〕

　
【
小
学
校
の
部
】

金
賞

）
　
，
　
　
　
　
　
与
F
門
励
卜
　
　
．
．
L
－

．
一
　
　
u
　
　
〆
　
　
　
．
　
∬
」

ゼ
ロ
　
　
デ
エ
　
　
　
　
　
　
ロ
　
ロ
　
ニ

質
冶
4
　
．
年

富
高
小
．
．
．
年

日
知
屋
小
　
悶
年

．
＼
．
．
ぐ
貢
一

ノ
ー
シ
【
4
　

’
彗

日
知
屋
乳
小
六
年

財
闇
雲
南
小
．
年

1
）
ゴ
ト
．
♪
し
℃
・
．
．
L
I

臼
ク
腫
■
ノ
仁
　

f

大
旺
画
引
．
．
彗

．
．
，
闘
∵
り
ト
　
q
．
卜
’

財
明
明
聖
辛
」
南
小
六
夢

大
E
谷
小
　
．
年

旧
知
屋
小
　
．
．
年

∵
一
　
－
μ
　
〆
　
　
　
戸
【

田
の
原
分
校
四
年

多
．

．
柏

銀閣ρ梅

．
．
　
輪
め
ぐ
み
富
高
小
五
年

行
田
裕
美
塩
見
小
六
年

佳
作

え
び
は
ら
あ
き
ひ
と
　
富
高
小

い
ち
だ
ゆ
う
ほ
　
L
人
E
谷
小

い
し
や
り
え
　
財
光
寺
南
小
　
年

し
ま
そ
え
き
み
．
r
富
高
小

た
さ
き
ゆ
か
　
財
光
￥
南
小
．
．
年

黒
木
涼
f
幸
脇
小

西
川
ゆ
う
r
富
高
小

松
本
絵
駐
塩
見
小

黒
木
哲
夫
　
財
光
芋
南
小

山
下
絵
喰
f
富
高
小
刈
年

　
　
　
　
　
　
　
　
劉

太
田
朋
恵
富
高
小

河
箕
誉
日
梨
小
㌍

川
木
p
恵
美
塩
見
小

安
部
武
　
郎
財
光
㌻
南
小
乱
年

甲
竺
　

香
平
岩
小
五
年

布
木
裕
壬
富
高
小
六
行

岩
崎
美
代
日
知
屋
東
小
六
年

石
川
λ
美
r
塩
見
小
六
年

　
【
中
学
校
の
部
一

金
賞

柏
日
箕
ロ
富
島
“

　
　
　
　
　
大
E
谷
中

　
　
　
　
　
大
L
谷
中
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　　　　百町原の城跡　　　　！
　．〆　　　　　　　　　　　　　　　…
〆　　　文化財についての問い合わせば市社会数育課（8内翻424）へ　　：

　　　　　　　　　　　　　　　　　　1
　
百
町
原
は
百
並
川
ノ
旧
岸
に
一
」

る
員
恒
台
地
で
、
明
冶
、
た
正
時
代

に
開
田
事
掌
か
行
わ
れ
た
所
レ
一
し
て

知
ら
れ
て
お
り
、
昭
和
六
卜
　
午

か
ら
は
県
営
は
場
雪
備
事
業
が
進
め

ら
れ
て
い
ま
す
．
、

　
百
町
原
台
地
で
は
、
こ
れ
ま
で
に

も
多
く
の
遺
跡
が
発
見
さ
れ
て
い
ま

す
が
．
日
取
近
に
な
っ
て
中
世
の
城
跡

の
存
右
が
確
．
階
さ
れ
ま
し
た
．
．

　
こ
の
城
跡
は
、
高
松
公
民
館
か
ら

北
へ
約
二
〇
〇
メ
ー
ト
ル
は
ど
行
っ

た
台
地
の
辺
り
に
築
か
れ
て
お
り

七
か
所
の
空
堀
を
穿
ち
、
八
か
所
の

平
場
を
設
け
て
い
ま
す
。

　
し
か
も
大
半
の
平
場
に
は
、
防
御

哲
を
高
め
る
た
め
に
如
け
ら
れ
た
、
1

四
丁
の
跡
が
残
ヂ
．
’
、
お
り
、
空
堀
の
通

路
に
あ
た
る
L
橋
も
、
は
は
良
好
な

形
で
残
っ
て
い
ま
す
．

　
も
っ
と
も
、
江
．
自
陣
時
代
の
城
の
よ

う
な
石
垣
．
や
天
守
閣
は
あ
り
ま
せ
ん

が
、
自
然
の
地
形
を
最
大
限
に
生
か

し
た
中
世
の
城
の
特
徴
が
随
所
に
見

受
け
ら
れ
る
貴
重
な
城
跡
て
す
．
、

　
と
こ
ろ
で
、
こ
の
城
に
関
す
る
迄

献
や
絵
図
な
ど
は
、
歌
っ
た
く
残
一
．

て
い
ま
せ
ん
．
、
城
名
も
、
小
明
で
す
、

　
こ
の
た
め
城
・
王
や
築
城
者
を
明
ら

か
に
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
が
、

空
堀
や
土
塁
の
規
模
な
ど
か
ら
見
て
．

戦
国
時
代
に
築
か
れ
た
も
の
と
推
定

七
月
ま
す
　
当
蒔
．
、
ド
目
町
原
ゐ
周
辺

て
．
城
を
筑
爪
か
オ
は
な
ら
な
い
ほ
ど

の
軍
戸
・
的
な
緊
張
状
旧
り
あ
．
、
た
と

す
．
紅
は
、
．
大
正
h
へ
餉
弔
．
．
、
丘
h
し
・
へ
一
の

．
員
．
川
な
U
戦
…
以
．
外
に
無
心
い
屯
撮
る
賢
件
は

あ
り
ま
せ
ん
が
、
そ
力
時
た
け
カ
た

め
に
築
れ
た
回
心
ご
し
ら
え
の
城
レ
一
は

考
え
に
く
い
よ
う
で
す
、
む
し
ろ
、
そ

れ
／
／
．
前
「
築
か
れ
た
、
レ
考
え
た
方

が
無
難
で
し
よ
う
．
．

　
ド
日
町
原
に
は
」
口
囲
か
ら
体
闘
わ
れ
て

い
た
栴
円
道
が
通
一
・
．
て
い
た
レ
一
考
・
え
・
り

れ
て
い
ま
す
の
で
、
交
通
の
要
所
を

押
え
る
た
め
1
1
一
築
か
れ
た
関
所
の
よ

う
な
役
割
を
果
た
す
城
だ
．
つ
た
の
か

も
知
れ
ま
せ
ん
．
．

緊
M

／
　
引

／
「

、

葦⊃
9／

♪
∴
ノ

　
　
㌔

鴇
’
、

ハ
ヤ

♂
．

ガ

百
町
原
の
城
跡

1
」

P

娼
ン

　
恥響勧中

％　φ．●・o一詞噛．か

　　1毘ジ

．鱗纏．躍

17＼妬

　　一髪，即日

り

o

L．馳

☆■曲ウ

“
　
．
国

ψ

，発足はい．）L4か

　．｝死成2弓1月こす

ワPRをとうそ

1二．＼㌔

．一一『
U

Ψ

ひ
み
か
ペ
ン
字
ク
ラ
ブ

　メンハー．．．は14’・中央玄こ民館削i」の’団教育・罫

航の、へ｝日宇教　を乏講終了L．た25尺のうち、

「も．う少し　けこみようかな．と思）た仲間が集

圭）⊂、自i　ブ’レー．．．ノとして帆けています

　1ネよるのぽl12回、第2・4火曜llの「馬前1〔）時
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　こ．れらを使りτ∴いた1品1】には、思いがけない
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､カリと思い．圭．ナ．　飢L・な長「よ、目葛．ぐ七、練習し

ていま」し［i．をや）ている！、七いるんてすよ
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広
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が
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載
っ
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写
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あ
げ
ま
す
．

逓
絡
先
市
企
山
雨
広
報
統
計
係
（
豊
⑫
－
2
1
1
i
内
練
2
2
1
3
）

ア

癌，、、

　　　・し

融

、「

言
）

暴
デコレーションケーキ

財光寺菜切
三上弘子さん

団
N
ノ

し
し

材料
　　18仁　rア）盈しFト1騒］　．

封1∫　　　　　　　～固

〔寒きの講州

卜支粉

　　⊥1！の・ジこの油．｛

。糖
　　小雛粉のmワ，，増し

柵塩バ9一

　　卵の弔さの2い07
バニラ．オイ1し　　　↓パ、・

瀞
象
6
あ
£
κ
か
メ
昌
ユ
ー
⑲

0
1

1
學
1

’⑭

○； ，
O

「ひょうたん」

塩見原田史郎さん

畢
と
の
出
会
い
は
昭
和
四
十
四

貝
心
得
に
、
校
長
を
退
職
し
た
か

へ
居
さ
れ
て
、
引
っ
越
し
の
招

図
け
て
だ
仔
一
・
ノ
た
お
り
に
い
た
だ

ん
で
す
．

札
か
ら
一
．
～
．
．
．
年
後
に
、
宮
崎

τ
見
つ
け
て
論
え
付
け
た
の
で

最
初
の
．
．
．
～
四
年
目
宍
敗
ば

、
し
た
．
あ
る
レ
一
き
テ
レ
ビ
で
、

混
の
人
」
た
／
＼
と
・
ん
作
っ
て
い

伊
放
映
さ
れ
た
の
で
、
テ
レ
ビ

げ
い
へ
目
わ
せ
て
、
こ
の
か
た
に

τ
出
一
二
、
、
栽
1
¶
の
仕
方
と
種

、
謬
、
い
た
」
㍉
¶
乍
格
晒
川
に
取
り

玉
し
た
　
同
時
に
、
人
小
良
西
明

腸
1
1
旧
「
〈
」
目
壁
皿
喫
瓢
ヘ
ム
ー
レ
　
い

躍
あ
る
の
を
聞
き
、
昭
和
五
卜

」
目
レ
凍
］
た
婦
で
巾
…
向
い
げ
㍉
、
み

l
O手

だ
ト

E
　
｝
一

　
　
　
　

じ

が
み
パ

ン
チ
レ

ン
頚

　
オ
　
　
　
ヘ

ホ
は

ス
ン
な

＝
ヨ
キ

ポ
シ
　
．

　
　
　
　
　
　
　
　
　

ま
一
ヶ
す

転
、
レ
　
「
．
／
ま

て
コ
ロ
り

か
デ
メ
が

ジ
の
や
ろ

ン
と
キ
ひ

ボ
あ
［
ん

ス
　
、
ケ
ど

の
ば
ご
ん

フ
け
い

ワ
焼

フ
に
い
り

ご
と
な
瓢
箪
を
見
せ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
そ
し
て
、
二
一
三
入
の
か
た

を
た
ず
ね
て
、
育
甫
か
ら
収
穫
ま
で

の
ノ
ウ
ハ
ウ
と
加
工
の
什
堪
η
を
教
わ

り
、
五
～
六
種
類
の
種
を
も
ら
っ
て

帰
り
て
本
格
的
な
栽
㌔
に
が
か
っ
た

ん
で
す
。
奈
良
に
行
く
ま
で
は
瓢
箪

栽
㌔
に
関
す
る
本
も
な
・
＼
全
く
の

予
探
り
で
試
行
錯
一
門
の
連
続
て
し
た

が
、
そ
れ
か
ら
は
う
ま
く
行
く
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。
こ
こ
で
、
瓢
箪
栽

培
の
大
ま
か
な
手
順
を
言
う
と
．
①

桜
前
線
の
頃
植
え
付
け
②
棚
か
け
③

摘
芯
④
開
花
が
予
想
さ
れ
る
と
き
の

夕
万
小
花
を
摘
化
、
人
工
授
粉
⑤
摘

果
⑥
収
穫

　
こ
れ
ま
で
に
、
た
に
差
し
上
げ
た

狐
蟻
は
二
百
個
以
上
に
な
り
ま
す
。

り
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．
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一
作
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T
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は一汐ノ臥
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卜
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と
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ヌ
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り漉れム
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．
．
d
ぜ
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か
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る
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熱
ヒ
せ
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入
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ポ
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こ
の
ベ
ー
ジ
は
、
み
な
さ
ん
が
っ
く
る
ベ
ー
ジ
で
す
。
あ
な
た
の
身
近

な
か
た
を
紹
介
し
て
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
、
「

q．．

　クリスマスにr作りク．｝ケ．一キはいかがで』すか．．　O

轍奪1騰1鞭ll：1誰誰鱗｝融繰ll馨1避
に焼ければ、あとのテ．コレーションはお好みしだ　O吊る一たいし合映ノ＼た初つらすてさにの

顧騨．・’

「． @、．　　」1ノ　　　　・

蝋’▽1 e二」て器．ハだす
い。．二手巳陥れ．二つよ。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
コ

あ
マ
ん
一
3
ち
鵡

　
（
沖
の
下
）

黒
木
利
光
・
恵
子
さ
ん
の

長
女
・
優
美
ぢ
や
ん
（
6
級
”
か
月
）

＝
女
・
ま
ど
か
ち
ゃ
ん
（
－
歳
7
か
ε

日
向
つ
子
．

7ン∫〒－・ノノ「一．7
〔†モチ　（二∪．だ。
亡⊃、．．＿’．㌃πソ．．D

こ

工
治
・
和
子
さ
ん
の

・
康
彦
く
ん
（
2
織
－
か
月
）

一
3
＜
＜
ん

κ
⑲

あ
扉灘，

身
　、

”
7

層

凝
岸

｝、．．

“

い

」

●



　
　
耐
m描

献血1δ心の贈06の

1月のスケジュール

0
　
0

3
　

3

5
　

5
～
～

0
　
0

0
　
3

0
　
3

用
向

西
日

業
　
T

工向
T

日
N

湘印
17

23日1水〕日向市役所19100～15100

11月中の交通事故く日向市分〉

　　　　　　　　　口内は先月感
発　生　死　．者　負傷者　物損雰占気
13f犀卜　　　　1　／＼　　　14ノ＼　　　　137r「ト

い．6）．d）：〒2）〔一13）

EI「rrl警察署で・は、1月10LJ〔110番のiD

に日向武携でつぎの行事を行います
レ瓜田11ワ己ク）T，JIIIi展

レ移動父番
レ各手牽巳［号機力・らげ」11〔〕番グ）カ・5ナカ・た
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　㌧幽ノィ
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魚おとにゅ一す
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量

磁隷灘繊1
　湿て触飴い醐を広「ずまし

　　lll　しのΨは、埴養護1＝校教諭

　の｝碧緋lrbさんが昭租158f目目

　に　隆1『ど・健常者がとt，に労
」　辱　1動σ）11合門しし、　雪ρ㌃σ）ドζ∫を財ξ

　　験：，る場一として開園　陵藤さ
　　さんた覆、寮母さん、障ll，者含
　　わ廿τ9尺が約1ヘクター．ルの
　　農園に、．フ・ソキ1ウ、ねボチい、

　　　けツマイモ、タマネギ、シ1・ガ
　　　イモなどを栽tl，ししいま才

傑健鍋だより

在宅訪問指導・看刑事巣の活用を

　だんだんと寒さが厳しくなり、在宅

で療養されている寝たきりのかたには

っらい季節になりました。

　寒さのために動きが少なくなり、筋

力も弱ります。また、風邪等のために

発熱しやすく、暖房等も加わって脱水

症状を起こしやすくなります。ベッド

の中に閉ヒこもらずに手足を動かし、

体を起こしましょう。窓をあけて時々

換気をしたり、暖房器具のうえにヤカ

ンを乗せたり・…・…一と工夫しましょう。

花を活けることは、部屋や病人の気持

ちを明るくするだけでなく、乾燥を防

ぐためにも意味のあることです。

　さて、市では現在、保健婦や看護婦

による訪問指導や看護事業を行ってい
ます。

　病気や老衰で寝たきり状態の人、脳

卒中で倒れた人等を訪問し、療養生活

やリハビリの相談・援助を行います。

まだそのような訪問を受けていないか

たは一度利用してみませんか。

　手続きは簡単です。市健康管理課（奮

内線2156・2157）にご連絡ください。

※訪問指導、．訪問看護に従事する看獲

職を附しています。

資　　格■看護婦または保健婦

勤務時間■話し合いにより決定

興味のあるかたはぜひご連絡ください。

鞭瞥轍 ？
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函憶．準星ました嬬

　JR九州ては、宮崎空港の大阪・東

京初便・最終便接続と通勤昔の利便を

はかるため、12月1日からっきのよう

にダイヤを改正しました．

お互月が人権守っτ住みよ月まちに

唾■■■■■■■■■■■■■圃．・

市役所年末・年始の翻です織雪
　巾伽斤ノ璃未・∫卜女ド1の某務はつきみ

とおりて重’

仕事納め■12月28日融

仕享始め■1月4日働

　【窓口業務】
　［L11く健1｝ミf呆「持手兎1土ノ避月31日ノ）’r｝jl∫9

11与から’｝後3時まて視務，課て受け付け

ます’

　叱亡届け、出生届け、およひ婚姻届

け等は警備li室［庁舎IF［r11玄関横［と

斉芝li斤　刊｝1島支所を「；余く1て受けf・1け

ます

　【水道の故障など】

　’卜前8時半から‘1；後5時まて

　　延　岡　日置1雌　II・111＝　　助　．ヨ　隔二r南・」1自；r

溢1」　1史　　　　　　　　　　　　　　　　　り5bτ伽
1覆　続　、34琵　　LII驚　、3F溌　ρ目し卜発　b　1ド発　7、1ごτ額

最終便
援　続　ユ5Ll軒　，「56発2B9免」1噛驚鋤3叱哩3iBり発

ごみの持ち込み■富1ゴ1川㍉掃1場、イ泄

物処理場とも31日の正午まで受け入赴

圭l　fi始は1月4日から

　毎’1のこヒなから31日に集li1し、た

いへん混雑します　Efl・めに持ち込むよ

う心かけてくたさい

　お問い合わせば巾清掃課　含5〔322

56｝または清掃「場、倉53－34〔IPへ

し尿処理■讃唱は28日まて　年始は1

月71iカ・ら始ダ）ま．寸一　くオっしく：重1i「rlI

i街F｛．ユこ熟卜　1智54－53（」51　一＼

東郷霊苑（火葬場）■1月lB、3日

は休みます

年末・年始水道修理当番表
1よ盆育・1＝’露1島1司糸雛合」〔君52－2556）
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●平成3年度の入札参加は

　層F成3fl度に市が発li二する理設丁：事．

柴t務委託、物品購入などの指名競争入

札または見積もり合わせに参加したい

かたは「参加資格審査申請書」を提出

してください　要領はつきのとおり

　　対象
建設i＝事■L木、建築、舗装、水道｛管〕、

　　　　　塗装、電気、造園、板金、機械

　　　　　器具設置、内装なと

業務委託■測量、設計、補f賞、調査、警備、

　　　　　消｝ll転運搬、各種メンテナン

　　　　　λなと．

物品購入■事務用品、電化製品、記念品、

　　　　　被服、自動唯、カメラ、家1匙、

　　　　　石季反、・建彦しなど．

　　申請書の様式と添付書類

建設L事■建設省の統・様式旧向地

　　　　　区建設業協会にあります〉

　　　　　の申請書のほかに①建設業

　　　　　許・L正明書の写し　②工夢

　　　　　経歴書　③経営事項審査申

　　　　　。削等の写し　④市税完納llll

ll

　　　　明直｝．⑤建設業退職金共済

　　　　制度または中小企業退取ヒ金

　　　　共済制度加ん吐書の”∫し

　　　　⑥法人組織の場合法人登記
　　　　簿謄4（　£技術者経雁書

菜傍委託■建設省の統・様式〔県ク）測

　　　　旧業協会にあります｝のは
　　　　かに〔レ各業種の許可融の”」二

　　　　　し　②引田等実繍凋爵③
　　　　糸手営規模等総括表　（工巾手1己

　　　　完納ゴIL明辞　⑤法／、組織の

　　　　場合法人登記簿謄本　愈技

　　　　術者経歴書
物品購入■ll向目か指定する様式　巾

　　　　契約管理課にあります　の
　　　　申請，彗と市椀完納、、li　ll月、聾｝

　受付期間は来年2目1日から28　1ま

でで．申請書は市契約管理i1果に直接持

参してください．詳しくは同、深〔君内線

2262）へ

●ご存じですか
　　　　　　　　各種福祉手当
　心身に障害を持つかたや監護してい

るかたへ支給される各種福紐手当をご

紹介します

　「障害児福祉手当」

好　象■身体または精伸に重度の障害

　　　かあり、日常生活で常時介護
　　　か必要な20歳未満の障二1韮多児

　　　ただし、ほかの障害年金を受

　　　けているかたや施設などに入

　　　所しているかたはもらえませ

　　　ん
支：辛含雷門■12，38011」〔月喬與〕

　「特別障害者手当」

対　象■身体または精神に最重度の障

　　　害があり、H常生活て常時特

　　　別の介護か必要な20歳以Lゐ

　　　障害者　ただし、存疑してい

　　　ることか条件で、施設に入所

　　　　しているかたはもらえません
芝畜「客貞■22，7601「1〔月客貞〕

　「特別児童扶養手当」

対　象■身体または楯神に中・重度の

　　　障害かある20歳未d碕の児劇を

　　　監、護している父母または養育

　　　者　ただし、児帝が障害年金

　　　を受けている場合や、施設に

　　　へ1り「しているときはもらえま

　　　せん

、
－

レ葡藪ニュース・行事は市域テレホンサービス費52一劉◎◎へ

r

●市役所の代表電話番号は52－2111番です

　　　　　　　　．

絹子でおけよう！

1．鄙・・たこあげ大会に

・。纏参加しませんか

　　一＿L」

去
r
呪
二

＝；｝
『
7
ゴ

会
e
3

『
二
二
．
〔
二
．

∴
’
「

レ
レ
レ

8
＝
式
、
．
7
ニ

モ
一
二

支乳｝客貞■1級カド月客良43．580μ」、　2ギ及」よ

　　　　月客貝29，050FL

　いすれの手当にも所得制限かありま

す．くわしくは巾福祖事務所〔君内線
2168・2169）へ

●新しい戸籍は正しい字で

、　　　　　一一一一一一一コ　　　　　　、♪’

　　　ほ些劃　　　　　　　　　　　　　　萄

　●ロードレースの参加者率ボブ

ノ

　戸籍の中には、氏名が誤字あるいは

俗字て記載されているものがあり、社

会生1舌ヒ不便を感じているかたやトラ

．アルなともあるため、争まての戸籍に

誤’｝；・俗字て記・1曳されている氏名を、

来fト1月ILI以降はつぎのような場合、

新しい戸籍には」i＝しい字て記載します，

ユ：婚姻、転籍などて新しく戸籍を作る

とき　2養r縁組などで他の戸輪へ入

籍するとき　◎戸籍を再製するとき

　誤字・俗字を正しい字で記械すると

きには、届け出のときか記載した後に

お知らせします

　俗字のうち、　「高1　「崎」なと、　一

定の範囲の字についてはこれまてどお
り、i己載します

　　　　　　　　　　　　　　　　」　申し出によ一、て誤字・俗字をll二しい

’r：にμ∫」ドしたり、難しい字体をやさし

い宇体に1自．すこともてき圭す

　くわし　く　1まrh1｛，、果し君1勺辛泉2135レ＼

●名簿に登録を

　由選挙管理麦員会は、毎年11111i

現♂1て有権者の申請に基づき「農望委

員ニセ委員」量挙ノ＼名鱒ノ」　を凹．・．て」・ます

　つきにすべrこ。亥当するかたは1月10

1ほてに11濃菓委貝会へ申、、1㌔、晋｝を出し

ボ　 @ノ　ナロ　ひ
、　、　’一　こ」し

1日向11Jに住所力・あるかた

220歳以しのかた　1昭租46言14月1日

まてに生まれたかた1
萎ア、耕1↑・lfll千1’1か1〔）アー’レ以1プ）かた

　イ、アに該当するかたの1‘ll居の親房、

　　　またはその配偶昔て、耕作従事

　　　日数か60日以ヒのかた
　Ii11、r㌔、f｝rま、 12月叫1；こ∫垂り圭3一力・、植｝

かないかたは選挙管理委員会「歪奮内線

2231～2233）へお問い合わせください

H　　　　目与■1　月27目　　 ’r肖i」811ミF30つ｝‘カ・

　　　　　ら受付　9時15分開会式

　　　　10H芋スタート

集合場11斤■市役所rli∫広場

コーース■市役所前一束苧：場・本谷を

　　　　折り麸し
部　門■小学4，5．6年FLI男・女）の

　　　　部、中学生〔男・女）の部、

　　　　高校・一般〔男・女）の剖1

参1川資格■市内に住んでいるかた、勤

　　　　めているかたならヒなたて
　　　　　も　小・中学牛は保lr蔓者の

　　　　承諾書が必要です
参加料■350円r参加賞、保険料）

受付期間凹1月17日まて

表　　彰■各種目の入賞者〔3位圭て〕

　　　　に賞状を．また、全員にメ

　　　　ダルをさしあげます
申し込み・問い合わせ■市社会体育課
（容内線2454〕

広報uゆ6む

申いムみ・問い合わせ■二毛会体育課
　君「勺糸泉21541

●視力障害者の入所者

　［LI」 二福岡視力1章害センター一ては，トト

成3年度の理療教育課手【臣㌧あんまマ〆

サーーノ指圧、はり、きゅう科1の入所

者を募集しています

　応募締め切りは1月3111です．入所

を希望するかたは．市福柑．費務所「君

内線2168｝または直接「r｝“己福岡視力障

害センター一［含092－806一．136Pへこ

相。炎くたさい

●自然保護推進員
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　自然を守り育てるボランティアおよ

びリーダーとして、地域の中心とな一、

て活動してみませんか　自然保II蔓につ

いて理解と熱意のあるかたの応募をお

待ちしてい圭す
ワ三三　　　　星夏■LIl司己∫90名〔店斐「大〕1．500名）

fτ　　 …切■2冠＝

募集其月慣1■1∫119「1まで

問い合わせ■県環境保全課自然保護係
倉0985－24－l111〔内線2465｝または

市健康管理課〔内線2159）へ
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人ロと世帯2・12・レ　　1瞬脳比i

風帯数　　19．23〔申1＝帯

へ　　　　［1　　　58，429　へ

男

女

27．4〔39　
ノ
＼

31．〔120　人

．5．

331

．ID：

231

　納税メモ（1月）

市　県　民　税　　　　．1期

国民健康保険税

レ
ー

ゼ
て
お
く
レ
　
便
利
で
す

7期

納税で住みよい日向のまちづくり

1・・　親子映写会
1．．呂8

　　　⑦シ：ンドバッドの冒険

　　　　（アニメーション3G分〉

　　　②僕の大事件
　　　　（劇映画110分）

主　催■市教育委員会
と　き■　1月17日1：水．　19：00～

ところ■市中央公民館視聴覚室

1一7．．

1新春わ｝な大会

1　恒例の「新春かるた大会」が1月6

　日の午前10時1受付は9時半）から．市．

の中央．公民館で開かれます。主催は日…

i向百人一首の会「若菜会」。

；　どなたでも自由に参加できます。参
i

i加したかた全員にお年玉（参加賞）を

1プレゼント．

　みなさんの多数の参加をお待ちして』

います。

　くわしくは黒木〔倉54－6712）まで。

．、　　　　　　　　　．一一．一一．．　　　　一．　　　　　　　　　ノ

広報uゆう1が

濡鼠冒國■■■■隆．

．離菰∴灘∴

　　象■．」FI」気ノ亡．「書ら12月’｝三圭才L

　1歳6か月児
li　　日曜F■1　｝｝2111　　　　　13；（．工〔．）～14：0〔）

場　所■市民健康管理；冠倉内線2156〕

対．象■．1F成旭年6月生圭れ

　3歳児
li　日午■1｝18日　　　13：00～工4：00

土易　　ri斤稠IifI受手1，簑鶯；F1募「1容1勺辛泉2156〕

k」．象■昭和62年12月頃圭才L

　※時間はいずれも受付の時間で．一章’．

　　母ゴ．健康手帳も忘れずに

　1991牛の幕開けの行事として、・「亘例の

「新春初泳ぎ大会」が耐1．、初日の出

を合1判に行われ圭す．

　凍てつく海で身を清め、新年の無事

を祈ろうヒいうかたは．午前6時」トに

金ケ浜海水浴場に集合　「泳げないか

ら浸かるだけ」　　　というかたで』もか

まいません．　たノこし．健し｝ξにピ11言ク）あ

るかたに限り蒸す　あったかい1ぜん

ざ．い』ク）→ナー・ピ．スが．ありま一r．

　く　2）し　く　1よ、　昨季手芳卜，弓　1容53－1565

新名）まで．

亟〕．・．
　　　　　　　　　　　　に　　　　　　コ　　　　　　　　　　　　　）●乳幼児の健康診査

　3か月児　　　　　　　　岬
日　　ド与■1　月11、　2511　　13：00～14：〔〕0

ナ易　　Fi斤■1】「rlJf星健1所　　　　　〔臨2　．5101：1

業・f　象■平成2年10月生まれ

　7か月児
日　　吐き■1月18日　　　　　13：00－14：00

ナ易　　淘テ■Bi司f呆健炉…斤　　　 〔歪蟄52－5101｝

対．象■平成2年6月生まれ

　1歳児
日　　 目塗■1　月22日　　　　　　13：00一一14：0〔〕

土易　　「∫斤■i行正忌健1、｝ξ衆穿理；．｛容「勾言泉2156〕

対

　　　大．噛ド医院〔内・整形外手31’53

　　　6066｝

2B■＝木医院〔産婦・外・胃1易・放

　　　射線科’54－4468｝　田吋1医院

　　　〔1勺　’　ノ1、砧己手斗4052－2515）　　　f島

　　　和病院〔精褥】・伸経科’54　．2806）

3　日■負交κゐ［．匠F完　 〔忍冬斤ラ外乳斗’52－8191：旨

　　　lf∫森医院〔内・胃腸科♂b52．33241

　　　永田医院〔産婦ノ＼科’52－2・109）

6日■r・代田病院〔外・院外・胃腸・

　　　皮・麻酔科’52－7111〕

　　　柳田医院　〔産婦人卜｝♂52　．2950｝

＿蝋∵：：驚、
　　　身1線手斗♂●54－4468〕　　　｝H「↑r陸ミF定

　　　〔内・小児科’52－2515｝　協

　　　手04丙F完1：：着呼神’符11糸蓋季こ｝♂●54一．28（，6：1

151i■鮫島医院〔整形外科’52－8191：1

　　　．．li∫森1ケ乏院〔「勺・胃腸季十♂●52－3324：1

　　　永田医院（産婦ノ、科♂5224〔〕9〕

20日■．1曇ゴ窒’｛1引航｝胃耳場裕｝　〔♂●52－811弓〕

　　　｝乏【Hlケミ院　　〔1ギ鼻　・　π因喉ドレ6◎54－

　　2459｝　大久保医院〔外・胃腸
　　　手斗♂◎52－5338｝　　　白イゴ4丙F完〔「勺・

　　　尻〔・ノ1・ゲ己・ロ乎口及詩臣不十♂●63－1365〕

　通報は素Il塁ぐ内容ば才客ぢ着ρζ1i確に

27日■「r弓言下：クリニ．アク　1ぜ必・理「7：療法

　　　科’52－5488〕　田中病F完1内・

　　　放　 ・半青神手十♂じ63－2211）　　　111rlJ

　　　「勺手｝　 〔ドヨ　・　ノ」、暁己　P　刮目山手斗’52－

　　　0880｝　　篠原医院　1産婦・間門

　　　手掌♂●63－1059）

※当番医がかわる場合があります，

　丁レホンサー．ヒ．ス〔君53一．1214｝

　で確i認を．ノ

印

刷

藤
屋
写
貞
印
刷
株
式
会
社

賃璽な文化財を炎の魔の手から守δう

　　　文化財防火デー／1月26日

■愛のご寄付（敬称略）

［．．．．・…輪ハツr〔ll＜・根）レ疋田竹次郎〔高

々谷）レ堀内英明　（石並）レ黒イqEノ＼
〔痕ヴ1＝場）レ児E義秋い1ら岩）レ」1¶1伝

1賀　〔平堅F〕　レBIf℃増美　（辛斤田」．）　レ｝11萄

カズエ〔永呂：）レ黒木ナヲエ（別府〕
レ桝元ツヤゴ．UII路）レ黒木匡1男（永
江）［〉池部八「．代（オll府二）レ・柏田満　G∫喫

町）レ・河野し郎（本谷）レ・金井年春　（4ミ

谷）レ平川マキヲ　〔切島2）レ落合房
代　（江良）

　今月の表紙一

灘跨曝一．

翻黙祷鵬鰍
が参加して行われ、米消費拡大推進協
1議会からいただいたもち米で、30媒の

もちをつきました．、“うすときね”での

もちつきは初体験の参加．昔がほとんど

で、楽しいもちつき体験の　．日でした

　　ピリオド　＜§
　争年も残すところあとわずかになり

ましたが．みなさんのこク）1年はいか

がで．したで．　しようか

　新1≒広報マンの私は，毎月締め切り

に追い・ヒてられながら、あ一．、という間

に9カ・月め「．i蛙ぎ．ましノこ．

　／計司り『も何とかこのピリオドまでこ

ぎつけましたが、乗年はできるだけ締

め切りに追われないように準備し、よ

リ親しまオしる「ユ：報をめさ．．しまづ一　．ごN＞
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